
 
 

 平和を考える日。 
 

 福井小学校では、毎年この時期（今年度は 6/22～6/25）を「平和を考える日」と

して、学年に応じて核兵器の恐ろしさや戦争の悲惨さについて学習し、生命の尊さや

人権の大切さ、そして『自分自身の生き

方』について考える機会にしています。 

6 月 22 日（火）の朝会で、6 年生は、

「おりづるの旅（うみのしほ作 狩野富

貴子絵）」を全校児童に読み聞かせました。

翌日から朝の時間に全校児童で平和への

願いや決意をこめてツルを折りました。 

また、各学年でも絵本の読み聞かせ、

ＤＶＤ視聴などを行いました。 

そして、６年生は 11 日（日）に修学旅行で広島市平和記念公園を訪れ、原爆の子

の像にみんなが折った「ツル」をささげてきました。 

 

【児童の感想】 

・かげおくりはすごい。せんそうはこわい。ばくだんはどんなの。かなしいおはなし。ちい

ちゃんがかわいそう。（1 年） 

・しんだことがかなしかったよ。くうしゅうこわか

った。へいわはいいなとおもう。ひとりぼっちがい

やだな。けんかしない。（1 年） 

・かげおくりがすごいな。ちいちゃんがかわいそう。

せんそうこわい。そうなったらどうしよう。かなし

いなとおもった。ちいちゃんはひとりでかなしい。

（１年） 

・せんそうのたまごをうまないこと。けんかやたた

いたり、けったりしないこと。ちいちゃんのかぞく

がみつかったのにしんじゃったのがかわいそう。

（２年） 

・どうしたらせんそうがおこらないか考えました。それは、みんながケンカしないでウソも

つかない、ばくだんをばくはつさせない、せんそうをやろうとしない、そんなやさしい気持

ちをみんなで持って自分たちでへいわな世界

を作っていきたいと思いました。（３年） 

・せんそうがにどとおこらない平和な世界に

してほしいし、かくばくだんがにどとおとさ

れない、そんな平和な世界にしていきたい。

せんそうのたまごをうまないためには、けん

かをへらすしかないとぼくは思いました。（３

年） 

・ちょっとしたけんかがちょっとじゃなくて、

大きなけんかになるんだなと思った。友だち

も大切にして、わる口やいじめをしていたらみんなでなおす。ぜんぶがぜんぶ国にしたがう

のはつらいんだなと思った。（３年） 

・日本にすんでいる人がぜんいんせんそうをしたくないとかんがえたら、せんそうはおこさ

ないとおもう。人にちょっかいをしないでうれしい言葉を言う。おおきくなったら子どもが

できて、男のこだったとしてもせんそうにはつかせたくない。（３年） 

・せんそうは大切な人、大事な人をうばっていくし、もっと楽しいことをべんきょうしたい

人たちをまきこんでいるからせんそうはだめ。ぼうげんぼうりょくをしていると、せんそう

のたまごがひとつふたつみっつとふえていってその人がもう学校にいきたくないって、その

ひとがもしじさつとかしてそのひとのお

母さんのこころもきずつくし自分のここ

ろもきずついてしまうからせんそうのた

まごをふやすんじゃなくてへらす。（４

年） 

・いまは平和だけど昔はせんそうがあっ

て平和じゃなかった。なんで昔はせんそ

うをしたのか。ふしぎに思った。せんそ

うはいやだと思った。もう、ぜったいに

せんそうをしてほしくないと思う。せん

そうをするより平和が一番だと思う。（４年） 

・平和にするのは、人を大切にすることとわる口やいじめなどをしないこと。せんそうがあ

った日は何人かが死んでいって家もくずされてしまう。せんそうがなかったら平和でしあわ

せでにぎやかな国がつくれるとおもった。人を大切にするのはいいことで世界がよくなる。

うれしいことばかり。（４年）        

・ちょっとしたことがあたり前ではないと思った。友達がいること、家族がいることも平和

で幸せなんだと思った。戦争がなくなったら、毎日平和なのになと思った。（５年） 

・平和がずっとつづいたら、だれもけがをしないし、だれかが悲しむこともないから、これ

令和３年（2021 年）７月１６日 

 

福井だより 
校長 吉田 明弘 

 

茨 木 市 立 福 井 小 学 校

福井から未来へ 



からもずっと平和がつづければいいなと思いました。もう二度と戦争がない平和な世界でい

たいなと思いました。戦争はあってはならないものだと思いました。（５年） 

・お父さんが帰ってきた時ぎそくだったからそうとうはげしい戦争なんだなと思いました。

平和があたり前なのにどうして戦争がおきちゃうだろうと思いました。わるくない人が戦争

に行ってしまうのがとても悲しいなと思いました。

（５年） 

・今でも戦争が続いている国があるけど、人の楽

しみをうばって何がいいのだろうと思うし、絵本

で生きている事があたり前だけど、一つ一つの命

があるのはすばらしいと思いました。（６年） 

・ぼくは、朝会の読み聞かせを聞いて、なんで戦

争をするのだろうと思いました。今はしんがたコ

ロナウイルスがはやっていて亡くなったりする人もいる中、戦争をしている人はどんなこと

思ってやっているのかがすごく気になります。今は昔よりコンピューターや技術がはってん

していてもしかしたら原子爆だんのパワーをこえそうなばくだんができたらと考えるとす

ごくゾッとしてこわいです。（６年） 

・戦争はみんなの何かをうばうものだからいい

ことなんてないということがわかった。命、家

族などをうばう戦争をなくすには私たちがま

ず平和への努力、知ることが大切だと思う。ひ

とりで戦争をとめることはむりだけど、まず知

ることからはじめようと思う。（６年） 

・戦争は人を傷つけるだけでなく、動物まで傷

つけられていたんだなと悲しくなった。毎年、

どうして戦争がおこるんだろう。どうしてひとりの人のかってな行動で他の関係ない人が傷

つかなくてはならないのだろう。まだ戦争を続けている国に戦争は悲しみしかうまないと気

づいてほしい。（６年） 

 

確認をお願いします。 
 

一部のカレンダーでは、海の日が 19 日（月）と記されていますが、海の日は 22 日（木）

に移動しています。この日は大そうじを行いますが、平常通りの下校時刻です。 

７月 20 日（火）は終業式です。 下校時刻は 11 時 30 分です。 

           自由研究スペシャル講座 
  

夏休みには、いろいろな自主的な学習にチャレンジしてほしいと思っています。そこで、

理科を学習している３年生から５年生を対象にスペシャル講座を行います。 

日時：７月 19 日（月）午前の２０分休み 

講師：向井先生 

その他：６年生には、向井先生が理科の授業中にレクチャーします。 

1 学期の徴収金の精算による返金について 
 

行事等の延期により返金（校外学習の欠席者・未購入の教材費等の返金）は 9 月に 

させていただきます。よろしくお願い致します。   
 

                水分補給 
  

まもなく梅雨が明けるようですが、気温はますます高くなるようです。学校では、水筒の

なかみについて、基本は「お茶・水」と指導しています。しかし、夏休みや運動会練習が始

まるこの時期からは、熱中症対策として「スポーツ飲料（ポカリスエット、アクエリアスな

ど）」も認めています。運動会まで、（６年生は連合運動会まで）必要であれば、これらの飲

料を持たせてください。 

（登校時に児童が自販機で購入することはないように。） 

西校舎のトイレ改修工事 
 

 おもに、３年生と４年生が使用している西校舎のトイレ改修工事が夏休みから始まります。

騒音が心配される工事は、夏休み中に行います。11 月末に新トイレの使用が可能になります。 

 工事期間中はトイレの数が少なくなるため、体育館のトイレの使用など、普段とは違った学

校生活になることを心配しています。（仮設トイレを要望しています。） 

 また、この期間の中庭は工事車両の駐車場・資材置場として常時使用します。 


